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サザンセト音楽祭が
３０回を迎えます

特集

サザンセト音楽祭はサンビームやない開館後、昭和６３年から柳井広域圏住民を対象に、洋楽、

邦楽及び郷土芸能の発表の場として、ほぼ毎年開催されてきました。

今年度、サザンセト音楽祭が３０回を迎えるにあたり、長く開催にご尽力いただいているサザ

ンセト音楽祭実行委員の松宮由美子さん、藤村宏山さん、杉山充さん、重本保恵さんにお話

を伺いました。（以下、敬称略）

●問い合わせ　サンビームやない　☎�０１１１
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ピアノ教師
第１回目から実行委員として参画。子ど
もから大人までピアノ指導を行ってお
り、多くのピアノ奏者、講師を輩出して
いる。
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流尺八師範。音楽祭には第１回目か
ら参加、実行委員としては２０年以上参
画しており、現在、山口県邦楽連盟副会
長、柳井市邦楽連盟会長を務める。

音楽祭への想い

館長　サンビームやないの自主文化

事業である「サザンセト音楽祭」を長

きにわたり開催できたことを皆様に

感謝いたします。３０回を迎えての

ご感想は？

松宮　第１回は切望していた文化

会館「サンビームやない」が完成し、

当時の白地市長はじめ皆が喜び、

盛大に開催されたのを憶えていま

す。プロの音楽家で言えば、声楽

家の中
なかい り ょ う い ち

井亮一さんも第７回にトラ

ンペットで出演していたり、ニュー

ヨークで活躍中のバイオリニスト、

多
た

治
じ

比
ひ

純
すみ

子
こ

さんも高校時代にこの

舞台を経験しています。ピアノの

部門では、コンクールの上位入賞

者や音大を受ける生徒が出演して

います。ほかにもたくさんの方々

が、この３０年、サザンセト音楽祭

から輩出したと言えます。

　特に子どもたちがこの音楽祭を

経験することは、情操教育の過程

で素晴らしい体験になっていると

思います。

　

館長　この音楽祭に出られること

が「あこがれ」ということもあるので

しょうか。

松宮　はい。クオリティをずっと

保ってきたことが、発表会ではな

いこの音楽祭のすばらしさだと思

います。今年は２３組も出演して

いただけるのですが、これも、代

が変わりながらも、柳井広域圏内

でそれぞれの音楽、芸能活動が

脈々と続いているということだと

思います。初期のころに出られた

方が、お子さんと親子で出演され

たりしています。

藤村　サンビームやないができて

発表の機会が増え、大変嬉しかっ

たですね。邦楽の部は、仕舞から

始まって、筝、尺八、三味線のい

わゆる三曲というものを一緒に聴

けるこの近辺では珍しいステージ

で、非常に楽しみにしています。

大きな舞台というのは本当に気持

ちのいいものです。
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館長　印象に残っているのは？

藤村　個人的には第１０回に尺八

と箏による「春の海」を演奏したこ

とです。また第２５回に初めてコー

ラスと邦楽とのコラボレーション

をしました。今までにこのような

試みは見たことがなく、サザンセ

ト音楽祭ならではですね。

館長　この音楽祭を目指して練習し

ようという意識もあるのでしょうか。

藤村　邦楽の発表の場は少なく、

出演はこれだけという会もあり、

ひとつの生きがいになっている方

もおられます。また大舞台ですの

で、みなさん恥ずかしい演奏は見

せられないと、技術の向上に一生

懸命取り組んでおられます。

　とはいえ邦楽では新しい人が出

てこないことに苦慮しています。

昨今の状況は、洋楽のように小さ

い子が出演して、これをベースに

次の代へ…ということがありませ

ん。各師匠の責任でもありますが、

うちの孫もピアノ、トランペット、

フルートなどの洋楽はやっても邦

楽はなかなか興味を持ってもらえ

ません。少子化で子どもの数も全

然違いますし、また子どもは忙し

く、スポーツのほうに行く子ども

も多いですね。裾野を広げる活動

も進めていきたいと思っています。

サンビームやないの音響は

重本　サンビームやないの音響は

特に生音がすばらしいと思います

が、邦楽ではどう感じますか。

藤村　４年前、県の音楽祭を引き

受けましたが、音響が素晴らしかっ

たと皆さんに好評でした。うまく

なったのかと思うほど違います。

サンビームやない と サザンセト音楽祭
　サンビームやないは、昭和６１年１０月６日、文化活動、

社会教育活動の拠点となるべく柳井広域圏住民待望の総

合文化会館として開館しました。観客席数は 1,108 席を

備え、舞台は各種演劇やオーケストラのコンサートなど

が行える十分な広さがあります。また、設備においても

残響可変カーテンなどを備え、各種の文化的活動をする

方々にとって、達成感、充足感を醸成する貴重な体験が

できる場となっています。

　それを活用しようと、昭和６３年に「柳井市、周防大島町、

上関町及び平生町（開催当時、旧大畠町を含む）において、

音楽に親しみ、演奏技術の向上をめざしている個人・団

体が一堂に会して、日頃の成果を披露し楽しむとともに、

芸術文化の振興に寄与する」ことを目的とした「サザンセ

ト音楽祭」が開催されました。

　この音楽祭は、洋楽、邦楽及び郷土芸能の３部で構成

され、毎年、様々な団体が出演しています。洋楽の部では、

ピアノ、弦楽、合唱、声楽、打楽器、吹奏楽、管弦楽な

ど、邦楽の部では、筝曲、仕舞、民謡、津軽三味線、長唄、

尺八などの発表のほか、５年前の２５回にはエキシビショ

ンとして洋楽と邦楽のコラボレーションも行っています。

郷土芸能の部では、開催当初には、阿月神明太鼓や伊保

庄餅つき唄、伊陸糸操り人形（いずれも柳井市）、エイヤー

島中太鼓、えびす舞（いずれも旧橘町）、神楽、神舞（柳井市、

平生町）、銭太鼓（平生町）、お囃子（柳井市）など、多様な

芸能が披露されています。

杉
す ぎ

山
や ま

　充
あつし

柳井少年少女合唱団（コールバンビ）団長
当初よりコールバンビの指導者として、
小中学生の音楽活動の充実に尽力してい
る。また柳井混声合唱団として参加して
いる。
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サンフラワーズオーケストラ所属
柳井混声合唱団やこちゃママの一員とし
て音楽祭に参加。また、サンビームやな
いで開催されている災害復興支援コン
サートにも尽力している。
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重本　実際に聴いてみるとすばら

しい。普段このような邦楽は、広

島まで行かないと聴けませんし、

無料で聴けることもすごいことで

すよね。

音楽祭の課題、プロモーション

杉山　実行委員としては１年余り

ですが、発表の場として音楽祭に

大きな意義があると思っています。

　今後考えることとしては、出演

者のプロモーション活動が必要で

はないかと思います。これまで以

上に、観客の動員や出演者の掘り

起こしがうまく回り始めればいい

なと思います。

　若者層の育成としては、洋楽だ

けでなく邦楽も取り上げつつ、指

導者と学校とのつながりを、教育

委員会がコーディネートしてはど

うでしょうか。

松宮　他の市民音楽祭でも観客が

とても少ない。自分の演奏が終わっ

たらすぐ帰ってしまいます。文化

祭などの学校行事や試験と重なら

ないことも必要かと思います。あ

と観客の年齢層は高いですね。

重本　学校からはぜひ、生徒を連

れてきてほしいですね。生の演奏

を聴けることはなかなかないと思

いますから。

館長　子どもたちがこういう世界が

あることを知り、テレビやインター

ネットではなく、生で音楽を聴ける

よい機会になりますね。映像で見る

のとは全く違います。

杉山　文部科学省が小中学校の現

場に能や邦楽、演劇を出前してい

るそうです。

　本物と生でふれあうことが大切

だと思うので、サンビームやない

の自主事業でも、そういったこと

と連動していただけると、掘り起

こしにつながるのでないでしょう

か。

松宮　邦楽の部では、仕舞の柳井

観瑶会がずっと出ていますが、狂

言などは子どもにもわかりやすい

ですよね。

子どもたちの晴れの舞台として

館長　参加する子どもたちは楽しみ

にしていますか。
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杉山　晴れの舞台という意識はあ

ります。サンビームでの発表は緊

張の度合いが違う。プレッシャー

はすごいですが、原動力、モチベー

ションになっています。子どもは

楽しみにしています。

　サンビームやないでオペレッタが

できることを楽しみにバンビに入

団する子どもたちも多いです。発

表の場としてのサンビームやない

が、大きなファクターになっていま

す。ただ団員が少なくなると、経

営的にも難しくなり、サンビームの

使用も厳しくなるかもしれない。

　子どもたちの発表の場がもっと

あればと思います。それに連動し

てサザンセト音楽祭へ出演となる、

そういったうねりとなればうれし

いですね。

音楽祭、サンビームやないの
運営は

杉山　サザンセト音楽祭を無料で

続けているということは、地域に

貢献していると思います。

藤村　ほかの邦楽の大会では参加

だけすればよいということはなく、

皆が裏方をして、さらに演奏時間

×1,000 円、2,000 円とかの出演料

が必要です。柳井はこの音楽祭が

あることが素晴らしい。

重本　柳井市は直営でやっていま

すが、ほかの多くは財団経営なの

で参加料が必要なのでしょう。財

団経営であれば、そういうことも

あると思います。

館長　サザンセト音楽祭はサンビー

ムやないの自主文化事業として行っ

ていますので、市が費用を負担して

います。

重本　サンビームの使用料には基

本的に減免規定はありませんよね。

館長　使用料の減免についての要望

はあります。使用料が高いと言われ

ることもありますが、料金改定を行

い近隣ホールのほぼ半額となってい

ます。光熱費や舞台機器を管理する

専門の人などが、必要ですし、使用

料をいただいても、それ以上の費用

がかかっています。

次ページに続く



市民の力で支えあい、一人ひとりが主役の笑顔あふれるまち柳井6

重本　過去には、スタインウェイ

の弦の全面交換に１５０万円程度か

かったこともあると聞きました。

館長　会館の心臓部は音響と空調と

照明の３つです。今年度は約４千万

円かけて、舞台機構操作盤とシーリ

ングスポットライトを改修します。

　照明の色調変更などは壊れたら終

わりとなる設備ですが、そういう事

態になれば、主催者の持ち込みで対

応してもらうようになります。

杉山　サンビームやないの今後は？

館長　音響・空調・照明の３つを

確保し、最低限の機能を残しながら

使っていきたい。プロ仕様の演出は

できませんが、ホールとしての使用

が継続できるようにしたいと考えて

います。

杉山　サンビームやないがもっと

活用できるような方向性を持って

ほしい。こんな音響のいいホール

はないですから。

最後に

館長　サザンセト音楽祭は昨年から

山口県芸術文化祭「やまぐち文化プ

ログラム」協賛事業として行ってい

ます。また、１０月は周防ケーブル

ネットの「柳井市政だより」で柳井高

等学校生徒さんが出演、告知してい

ますので、そちらもご覧ください。

　出演される方々の素晴らしい演奏

を私も楽しみにしています。本日は

ありがとうございました。

洋楽の部：平成３０年１１月１１日㈰１２時３０分開演　
　郷土芸能の部・邦楽の部：平成３１年１月２０日㈰１３時開演

洋楽の部はピアノ、合唱、声楽、ギター、打楽器、吹奏楽、管弦楽など２３組、

約２６０人が出演します。出演者は以下のとおりです。
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（柳井市・

ピアノ独奏）、中
なか

村
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（周防大島町・ピアノ独奏）、柳井少年少女合唱団（柳井市・合唱）、

森
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田
た
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（柳井市・ピアノ独奏）、河
こ

内
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晴
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奏
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（周防大島町・ピアノ連弾）、大島

混声合唱団（周防大島町・合唱）、 神
こう

戸
べ

華
はな

子
こ

（周防大島町・ピアノ独奏）、コールやない（柳

井市・合唱）、こちゃママ（柳井市・合唱）、抒
じょ

情
じょうか

歌を唄う会（柳井市・合唱）、森
もり

田
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こ

（柳井市・ピアノデュオ）、アンサンブル Fly（柳井市・合唱）、神
じん
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こ

（柳井市・

ピアノ独奏）、中
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のり

（柳井市・声楽）、山口県立柳井高等学校弦楽部（柳井市、弦楽

合奏）、古
ふる
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（周防大島町・ピアノ独奏）、柳井混声合唱団（柳井市・合唱）、宮
みや
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BAND（柳井市・JAZZ）、サリティオ（柳井市・クラシッ

クギター合奏）、山口県立柳井高等学校フィルハーモニー管弦楽団（柳井市・管弦楽）（敬

称略）


